
蘂

大
塚
浪
｝
野
の
生
涯
マ
と
其
の
著
書

文
學
士

今
　
村

孝

三

聞

熊
本
に
於
け
る
實
學
派
の
泰
斗
横
井
小
楠
は
維
新
前
後

の
一
大
入
物
な
り
Q
識
見
高
遽
、
今
尻
潤
大
に
し
て
一
代

の
木
鐸
、
百
世
の
師
表
、
東
亜
の
偉
人
ご
繕
す
べ
し
ご
云

は
る
（
小
楠
先
生
碑
文
）
。
琶
に
行
は
る
、
小
楠
遺
稿
一
懇

は
彼
れ
の
著
書
、
建
自
、
書
翰
、
語
録
、
詩
文
等
を
蒐
集

編
纂
せ
る
も
の
な
り
。
中
に
彼
れ
よ
り
久
留
米
藩
の
藪
授

本
庄
一
郎
に
與
へ
し
書
翰
あ
り
。
一
節
に
曰
く

　
飯
野
天
資
の
高
の
み
な
ら
す
、
修
養
の
力
格
別
に
有
之
、
知
識

　
　
　
第
七
巷
　
　
雑
纂
　
　
大
剛
退
陣
の
生
漣
定
其
の
著
書

　
甚
明
に
御
坐
候
間
、
治
國
の
道
尤
以
會
得
い
た
し
候
、
代
々
世

　
藏
の
人
に
て
候
え
共
、
時
の
否
塞
に
逢
ひ
、
終
に
用
ひ
ら
れ
不

　
申
、
乍
然
老
年
に
至
り
乾
て
も
國
を
憂
へ
鴛
を
愛
す
る
の
誠
彌

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
リ
　
ヤ
　
へ

　
深
切
に
有
之
、
眞
儒
ε
も
回
申
人
物
に
御
坐
候
、
一
二
子
本
意

　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
專
此
人
を
慕
ひ
學
び
候
事
に
御
坐
候
、

と
。
明
治
天
皇
の
侍
講
元
田
束
野
は
小
楠
の
親
し
き
弟
子

に
し
て
朋
友
な
b
Q
彼
れ
曰
く
、

　
程
朱
の
學
は
朝
鮮
の
李
退
渓
に
傅
は
り
，
三
野
先
生
そ
の
所
撰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
つ
　
も
　
へ

　
の
朱
子
書
節
要
を
富
み
超
然
－
こ
し
て
得
る
所
あ
り
、
吾
れ
今
退

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ぬ
　
ヘ
　
へ

　
野
の
墨
を
傳
へ
て
之
を
今
上
皇
帝
に
奉
ぜ
り
（
明
治
三
十
年
六

　
月
早
行
九
州
史
詮
悪
報
第
↓
號
所
載
内
田
煽
李
氏
の
熊
本
學
風

　
　
　
　
　
　
　
鍛
　
一
號
　
　
　
一
〇
九
　
（
一
〇
九
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
維
　
纂
　
　
大
塚
退
野
の
癒
涯
と
其
の
箸
書

　
の
歴
史
的
観
察
）

ご
。
束
野
古
今
の
英
烈
忠
賢
を
賦
し
け
る
が
、
退
野
ご
そ

の
弟
子
深
淵
を
詠
っ
て
曰
く

　
淡
水
深
千
尺
、
博
薄
淵
泉
不
可
測
、
濤
之
不
濁
勢
無
痕
、
宛
與

　
延
李
合
”
其
徳
、
誰
傳
其
道
孤
雲
翁
、
程
易
眞
理
妙
心
通
、
李
易

　
之
中
神
機
装
、
七
十
之
底
包
豪
雄
、
致
君
尭
舜
李
生
志
、
浩
歌

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
打
缶
待
命
終
、
営
門
名
儒
可
屈
指
、
道
徳
眞
銃
撃
耶
是
、
鳴
呼

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
非
林
非
伊
叉
非
崎
、
吾
服
束
肥
爾
夫
子
（
講
鑓
蘇
吟
）

ご
Q
此
く
の
如
く
小
楠
、
束
野
が
口
を
極
め
て
推
賞
せ
る

退
野
は
如
何
な
る
人
物
な
る
か
。

二

　
退
野
は
大
塚
久
成
致
仕
後
の
號
な
り
。
久
成
幼
名
を
叉

十
郎
ビ
云
ひ
、
二
十
一
歳
の
時
藤
左
衛
門
ご
改
め
、
四
十

一
歳
の
時
更
に
丹
左
衛
門
ご
改
む
。
號
は
初
は
薫
製
ご
云

ひ
、
後
記
齋
ご
改
め
、
最
後
に
退
野
を
起
す
。
北
野
の
號

を
撰
べ
る
は
中
瀬
河
庭
な
り
Q
延
山
雪
元
年
十
一
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
一
一
〇
　
（
｝
一
〇
）

退
野
　
よ
り
籾
庭
に
與
へ
た
る
書
翰
に
曰
く

　
退
野
の
字
御
考
下
さ
れ
是
亦
添
奉
存
命
、
御
思
召
付
至
極
－
こ
心

　
付
、
其
儘
用
申
候
、
猶
更
轟
塵
も
御
座
候
て
刷
て
本
意
に
叶
串

　
候

ご
。

　
細
川
幽
齋
に
用
ゐ
ら
れ
し
武
士
に
大
塚
又
左
衛
円
久
世

な
る
者
あ
り
。
將
軍
足
利
義
輝
の
自
殺
せ
る
時
、
幽
齋
そ

の
弟
義
昭
を
幽
閉
中
よ
り
救
ひ
、
織
田
信
長
に
湿
て
同
復

を
謀
り
、
信
長
永
腺
十
一
年
九
月
義
昭
を
奉
じ
て
京
師
に

入
り
し
が
、
此
時
久
世
始
め
て
幽
思
に
仕
ふ
。
大
阪
の
役

田
邊
城
を
守
っ
て
屡
々
載
功
あ
り
、
藤
百
五
十
石
を
賜
は

り
丈
隷
元
年
三
月
細
川
氏
朝
鮮
征
伐
の
先
鋒
ご
な
る
や
、

彼
れ
軍
監
に
任
ぜ
ら
る
。
久
世
の
嫡
子
源
次
郎
義
久
忠
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

に
仕
へ
、
關
ヶ
原
の
役
に
は
孝
之
に
從
っ
て
屡
々
功
あ
り
、

元
和
七
年
百
石
を
加
賜
さ
る
。
寛
永
九
年
十
一
月
忠
利
豊

前
よ
り
肥
後
に
移
さ
れ
し
時
、
彼
れ
小
倉
よ
り
從
っ
て
熊

本
に
遡
る
。
そ
の
子
甚
右
衛
門
久
時
十
⊥
高
慢
に
て
忠
利
に



近
侍
し
、
寛
永
チ
五
年
正
月
島
原
の
鑑
の
際
、
忠
利
肥
前

有
馬
を
攻
め
、
久
時
從
軍
、
先
登
の
功
あ
b
o
そ
の
子
七

新
院
門
久
隆
は
御
番
方
組
脇
と
な
る
。
久
隆
は
帥
ち
退
野

の
父
な
b
（
大
塚
氏
系
）
。

　
浪
需
野
は
延
寳
五
年
（
一
山
ハ
七
・
七
）
閏
・
†
二
月
〃
能
脚
本
に
生
れ

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
三
月
五
日
玉
名
郡
玉
名
村
に
波
す

時
習
館
の
開
か
れ
し
寳
暦
五
年
よ
り
五
年
前
に
し
て
、
細

川
中
興
の
明
君
銀
壷
公
重
賢
の
代
な
り
。
彼
れ
九
歳
に
し

て
始
め
て
綱
利
に
謁
し
、
十
二
歳
に
て
首
服
を
加
ふ
。
兵

法
を
學
ん
で
屡
々
恩
賜
あ
り
、
二
十
二
歳
家
督
を
纏
ぎ
、

御
切
米
奉
行
ε
な
り
、
後
二
年
目
地
方
組
脇
に
任
じ
、
延

享
元
年
（
一
七
四
四
）
致
仕
、
玉
名
露
玉
名
村
に
退
隠
す
。

時
に
画
工
ハ
十
八
歳
な
り
。

　
在
職
中
の
事
績
は
未
だ
之
を
詳
に
せ
す
。
致
仕
の
原
因

亦
明
か
な
ら
す
。
老
齢
の
駕
め
職
を
僻
し
た
る
も
の
ε
思

は
る
。
小
楠
の
書
中
「
世
々
世
祓
の
人
に
候
へ
共
、
時
の

否
塞
に
底
ひ
、
絡
に
用
ひ
ら
れ
不
意
」
ε
あ
る
も
、
彼
れ

　
　
　
第
七
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
大
副
逞
野
の
巫
涯
ミ
北
ハ
の
藩
磐

自
身
は
致
仕
を
悔
ま
す
、
之
に
産
し
て
不
満
な
か
り
し
が

如
し
。
師
ち
小
森
七
太
夫
に
與
へ
し
書
に
曰
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
頃
日
懸
居
家
督
の
儀
も
御
館
、
是
叉
御
遷
御
駄
零
下
相
蓬
添
致

　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
へ

　
寿
見
候
、
一
世
の
案
堵
此
事
に
御
座
候
、
期
名
を
も
改
め
て
退

　
野
卑
號
申
候
、
此
後
は
熊
本
へ
趨
府
も
は
“
か
り
に
幽
間
一

　
　
か
う
ふ
り
を
か
け
て
退
く
身
ご
な
れ
ば

　
　
　
　
　
　
む
な
し
く
か
そ
ふ
月
日
な
り
け
り

　
御
一
笑
く

ビ
。
叉
栗
崎
履
齋
に
興
へ
し
書
に
は
「
如
仰
野
夫
先
般
途
，

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

致
仕
、
生
前
の
活
計
此
事
に
御
座
候
」
ε
あ
り
、
前
記
桐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

庭
に
輿
へ
し
書
に
も
「
致
仕
を
御
賀
し
女
直
、
御
詠
歌
門

下
別
し
て
一
本
淺
添
奉
兆
候
」
ご
あ
わ
。
是
等
は
彼
れ

が
致
仕
の
消
息
を
物
語
る
も
の
こ
思
は
る
。
七
太
夫
へ
の

書
面
中
「
此
後
は
野
冊
本
へ
出
府
も
は
“
か
り
候
云
々
」
ビ
あ

　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ

り
、
は
や
か
り
候
の
句
を
如
何
に
解
繹
す
べ
き
か
は
問
題

な
る
も
、
余
輩
は
只
議
遜
遠
慮
の
言
葉
ご
解
繹
す
。

　
致
仕
よ
り
恋
す
る
ま
で
レ
℃
年
、
憲
V
ら
門
人
を
敷
へ
、
能
…

　
　
　
　
　
　
　
第
　
｝
號
　
　
　
｝
「
㎜
　
（
一
｝
一
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
羅
　
纂
　
　
大
塚
退
野
の
坐
涯
ぜ
其
の
著
書

本
の
朋
輩
來
れ
ば
共
に
學
を
講
じ
、
時
に
は
熊
本
に
出
で

な
ご
し
て
そ
の
籐
世
を
逸
る
。
詩
を
賦
し
て
曰
く

　
へ
　
リ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
飯
野
蕎
中
安
樂
身
、
老
齢
無
事
逆
新
春
、
孤
棲
花
盛
鶯
猫
喉
、

　
天
柳
枝
垂
風
叉
酬
、
閣
巷
煙
濃
家
慧
難
、
朝
廷
禮
正
各
思
寅
、

　
聖
時
難
遇
夏
何
慮
、
眼
裡
山
川
効
智
仁
、

ご
。
履
齋
に
答
ふ
る
書
に
は
云
ふ
。

　
老
境
心
力
糠
く
精
微
の
施
に
は
分
避
こ
・
き
不
義
、
然
・
こ
も
致

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

　
仕
已
後
外
境
を
絶
三
献
心
地
は
安
穏
の
意
思
御
座
候
。

身
丈
が
強
健
な
り
し
か
又
は
虚
弱
な
り
し
か
は
之
を
詳

に
せ
す
。
師
友
に
猛
り
し
書
翰
に
は
腹
痛
を
告
げ
て
療
法

を
問
へ
る
こ
ご
あ
り
、
そ
の
他
病
氣
の
事
を
報
ぜ
る
も
の

も
あ
れ
ざ
、
可
成
長
命
せ
し
こ
ご
な
れ
ば
、
身
膿
虚
弱
な

り
し
方
に
て
は
無
か
り
し
な
ら
ん
ε
思
は
る
。
然
る
に
寛

延
元
年
十
月
「
逡
克
齋
渡
瀬
秀
才
游
學
於
京
師
序
」
に
は
次

の
言
を
登
す
。

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
老
嚢
病
患
不
能
作
文
、
直
爲
奮
稿
之
篇
以
迭
、
吾
子
其
勉
哉
、

　
鳩
呼
余
齢
過
古
稀
、
此
行
期
七
年
、
不
可
得
再
愈
也
必
A
矢
、
復

第
　
一
號
　
　
　
一
一
二
　
（
一
一
二
）

　
何
言
設
計
隔
膜
哉

次
の
年
の
春

　
ぬ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
へ

　
七
十
三
年
安
樂
春
、
東
風
到
塵
下
着
新
、
雲
二
通
読
谷
川
↓
筈
瑞
、

　
雲
悪
落
雪
下
俗
塵
、
貧
糞
自
選
甘
藥
覆
、
重
層
既
謝
着
眞
布
、

　
老
來
何
事
累
心
境
、
七
十
三
職
安
樂
春

ご
吟
ぜ
し
が
、
翌
年
途
に
有
す
。
享
年
七
＋
四
歳
な
り
。

三
日
〃
二
日
見
曜
舞
…
へ
る
門
入
電
省
一
齋
に
・
同
ひ
「
ム
ー
に
あ
b
て

天
の
與
ふ
る
生
命
の
義
の
み
思
ふ
故
に
外
の
事
何
ご
も
無

い
」
ε
云
ひ
し
ご
（
退
野
語
鎌
）
o
嚇
世
の
歌
に
曰
く

　
　
渡
り
越
し
浮
世
の
橋
の
跡
見
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
さ
て
も
危
く
過
し
も
の
断

機
野
性
一
理
に
し
て
虚
飾
を
好
ま
す
、
死
後
細
筆
を
立
つ

る
罵
れ
、
墓
も
大
に
す
る
勿
れ
ご
云
ふ
。
小
早
は
熊
本
市

萬
日
山
下
長
谷
に
在
り
、
碑
文
の
露
な
し
。
傳
ふ
る
所
に

よ
れ
ば
臨
絡
の
折
「
予
が
玉
の
．
緒
も
や
が
て
絶
導
べ
し
、

心
安
く
回
る
べ
し
、
只
事
の
心
に
懸
る
は
先
の
比
會
津
屋

孫
兵
衛
よ
り
金
丹
b
侍
る
な
り
、
彼
も
今
は
忘
れ
や
し
つ



ぺ
け
れ
ざ
も
返
さ
い
る
こ
そ
念
な
し
」
ξ
云
ひ
し
ご
。
（
木

村
某
の
草
野
潜
漢
傳
）
彼
れ
の
生
計
裕
な
ら
ざ
b
し
を
物

語
る
も
の
こ
謂
つ
べ
し
。

　
退
野
の
室
は
吉
田
民
な
り
〇
五
郎
野
久
保
、
豊
子
、
類
子

を
生
む
。
久
保
家
を
繊
ぎ
、
藤
左
衛
門
久
鮮
、
太
膳
久
明
、

甚
右
衛
門
久
房
、
米
之
助
久
政
、
勉
男
久
敬
を
経
て
昌
久

に
剥
る
。
嘗
て
姫
路
市
長
だ
6
し
大
塚
武
臣
、
現
愛
知
面

立
第
五
中
区
校
長
大
塚
末
雄
民
は
退
野
の
後
奇
な
り
。

剛

　
退
野
は
初
め
陽
明
學
を
學
び
し
が
、
後
朱
子
學
に
轄
じ

領
る
精
奥
を
極
め
、
終
生
之
を
奉
ず
Q
・
曰
く
、

　
　
ヘ
　
　
へ

　
吾
萱
八
よ
り
程
朱
の
累
に
志
す
、
其
前
陽
明
の
墨
を
信
じ
て
良

　
知
を
見
る
が
如
く
に
あ
の
、
然
れ
「
こ
も
聖
経
に
引
合
て
李
易
な

ら
突
轡
疑
を
撃
然
し
て
暑
録
織
謡
み
、
内
・

　
糧
朱
の
畢
の
玉
葱
を
廃
り
、
始
て
志
し
候
な
り
、
有
期
同
齋
も

　
陽
明
の
墨
を
慶
し
て
程
朱
の
學
を
信
ぜ
ら
る
・
由
を
聞
き
、
逢

　
　
　
第
七
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
大
騒
愚
野
の
止
涯
書
其
の
署
書

　
て
語
り
侍
る
（
退
野
語
録
）
。

ご
。
、
孚
齋
存
稿
中
に
も
此
の
事
を
遍
べ
「
不
潔
他
求
、
将

絡
此
生
」
ご
云
ふ
。
或
入
大
土
格
物
の
説
朱
子
の
説
ε
王

陽
明
の
説
ご
異
な
る
故
、
何
れ
に
從
ふ
べ
き
か
ε
問
へ
る

時
、
彼
れ
答
へ
て
云
ふ
。

　
陽
明
は
格
物
の
訓
の
み
異
な
る
に
あ
ら
す
、
全
曲
の
學
聖
明
の

　
教
に
叶
ひ
不
為
候
得
ば
、
從
ひ
可
申
機
も
な
ぐ
候
、
朱
子
の
學

　
は
孫
子
の
流
を
得
て
全
膿
大
運
悉
く
聖
門
の
敏
に
か
な
ひ
候
得

　
ば
、
格
栩
の
説
も
博
叉
約
禮
、
明
善
誠
乎
身
、
博
學
審
問
、
憐

　
思
朋
鐸
篤
行
、
學
蒲
時
習
之
等
の
聖
語
に
其
道
｝
な
O
候
得
ば
、

　
う
た
が
ふ
べ
き
程
も
な
く
候
、
專
ら
篤
信
じ
て
カ
め
行
べ
き
事

　
必
然
…
に
候
、
（
腿
験
読
）

陽
明
を
排
し
朱
子
を
運
卸
せ
し
一
例
な
）
o

　
退
野
が
陽
明
學
よ
り
朱
子
學
に
轄
じ
た
る
動
機
に
つ
き

自
ら
は
陽
明
學
説
く
所
黎
経
に
引
き
合
せ
李
易
な
ら
す
、

篇
に
疑
を
起
せ
る
時
、
朱
子
書
節
要
（
自
省
録
）
を
鏑
禮
み
、
遂

に
朱
子
學
に
轄
す
ご
云
ふ
。
朱
子
絵
笛
要
は
藪
愼
奄
が
「
百

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
｝
三
　
（
＝
三
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
大
撮
退
野
の
並
涯
ミ
其
の
薪
書

世
才
下
、
纏
二
紫
陽
之
緒
一
者
、
老
漢
其
人
也
」
ご
推
欝
せ

る
朝
鮮
の
學
者
李
退
漢
の
著
な
り
（
孤
山
遽
稿
所
載
邊
赤

彦
禮
序
）
。
退
野
瀬
の
書
を
讃
み
、
朱
子
の
心
を
獲
た
り
ご

云
ひ
、
之
を
信
ず
る
こ
ざ
管
巻
の
如
く
、
之
を
奪
ぷ
こ
ご

父
舞
の
如
く
な
り
し
ご
、
（
中
村
持
實
與
芳
賀
某
書
）
o
揺

篭
の
書
を
讃
み
し
時
、
書
を
何
庭
に
賂
っ
て
云
ふ
Q

　
自
省
鎌
唄
署
仕
候
、
久
々
に
て
よ
み
串
候
、
ま
す
く
退
漢
の

　
學
の
至
不
可
測
ε
悲
存
候
、
此
入
な
く
ん
ば
紫
陽
の
徴
意
不
明

　
し
て
俗
學
こ
な
の
か
わ
り
候
事
ミ
奉
潮
候
、

ご
。
門
人
に
之
を
霊
鑑
す
べ
き
事
を
渤
む
。

　
由
仁
赤
松
助
次
郎
の
言
に
よ
れ
ば
、
粟
野
が
朱
子
學
に

輕
せ
る
動
機
、
年
齢
退
野
の
云
ふ
所
ε
異
り
。
池
松
記
録

に
曰
く
、

　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヵ
　
へ

　
温
斎
野
瓜
粥
は
二
十
・
六
歳
迄
は
隠
詔
明
謳
歌
ぞ
致
さ
れ
け
る
に
、
常
に
山
艮

　
彊
を
宗
く
乙
、
心
を
練
り
、
艀
坐
の
み
な
り
し
か
ば
、
い
ざ
嗜

　
き
夜
に
も
、
二
三
十
歩
が
聞
の
項
の
縄
の
結
目
な
曹
も
明
に
知

　
れ
け
れ
ば
、
是
は
以
の
外
の
事
な
り
、
斯
あ
り
て
は
狂
氣
の
濯

　
　
　
　
　
　
　
第
　
【
　
　
　
　
一
一
四
　
（
一
一
四
）

　
あ
り
ε
て
、
夫
よ
り
程
朱
の
學
に
憂
ぜ
ら
れ
し
ぐ
＼
助
次
郎
語

　
り
し
ミ
ぞ
、

要
之
．
退
野
の
旨
こ
す
る
所
は
知
行
合
一
、
躬
行
實
蹟
な

り
。
熊
本
に
於
け
る
實
學
派
の
泰
斗
横
井
小
楠
、
そ
の
親

友
元
田
束
野
、
荻
昌
中
等
甚
だ
邊
野
を
慕
ひ
、
そ
の
道
を

傳
ふ
Q
気
遣
の
名
篇
退
野
の
學
よ
り
詣
れ
り
ご
云
は
る
。

（内
c
周
弔
熊
本
學
風
の
歴
吏
的
魏
察
）四

　
退
野
の
師
に
就
き
て
は
余
輩
未
だ
之
を
詳
に
せ
す
。
池

松
＋
内
の
筆
記
に
「
孚
齋
は
牧
某
先
生
の
門
に
學
べ
り
」
ご

あ
り
Q
敬
道
齋
な
ら
ん
か
ご
思
ふ
。
遣
難
名
を
正
房
、
通

幕
を
七
郎
右
術
門
ぐ
」
云
ひ
、
同
齋
或
は
撹
爽
こ
も
號
す
。

（一

ｵ
一
三
致
）
長
子
を
春
野
（
入
面
高
衡
門
古
意
）
ご
云

ふ
。
退
野
春
野
に
興
へ
し
書
中
に
曰
く

久
成
塞
（
道
管
）
の
因
心
、
護
り
繁
他
入
摩
り
賢
煮
春
野
）

　
を
補
翼
す
べ
き
の
責
有
之
云
々
、



ε
α
池
松
十
字
の
筆
記
ε
此
の
書
翰
ご
よ
り
考
へ
￥
退
野

の
師
は
道
齋
な
る
べ
き
か
ご
思
ふ
。

　
粟
野
の
友
に
藪
愼
奄
あ
り
。
（
一
七
四
四
残
）
名
は
弘
篶
、

久
左
衛
門
ご
鵬
し
、
初
め
の
號
を
震
篭
ご
籍
す
Q
秋
山
玉

山
の
後
を
う
け
て
時
習
平
野
授
ご
爲
り
し
藪
孤
山
の
父
な

h
・
。
退
野
性
胴
介
に
し
て
世
ご
合
は
す
、
友
を
求
む
る
こ

ご
切
な
り
し
も
、
容
易
に
得
ざ
り
き
の
時
偶
々
愼
巷
を
友

ざ
す
る
こ
ご
を
得
、
志
同
心
契
、
相
輿
に
切
磋
琢
麿
し
て

朱
子
學
を
研
究
す
（
銀
藁
遺
事
、
祭
藪
震
捲
文
）
。
年
齢
は

退
野
長
す
ρ
彼
れ
は
年
齢
の
長
野
を
膨
ま
す
愼
蕎
を
壁
ご

し
た
b
し
が
、
愼
奄
は
退
野
を
親
る
に
友
を
以
て
せ
す
、

待
つ
に
師
［
を
以
て
す
◎
稗
田
弘
齋
に
輿
ふ
る
壼
日
に
曰
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ

　
弘
篤
不
揚
、
其
十
七
八
志
干
學
爽
、
幸
獲
牧
大
家
二
先
下
之
教

ざ
。
彼
れ
畏
敬
仕
る
者
五
人
あ
り
、
即
ち
野
寄
ご
萱
野
考

澗
ご
氏
家
復
讐
に
牧
確
齋
ご
中
瀬
河
庭
な
り
。
（
孤
山
遽
稿

所
載
中
帯
河
庭
七
十
叙
）
彼
れ
よ
り
空
理
へ
の
書
翰
に
は

常
に
先
生
の
文
字
を
使
用
す
。
与
野
挽
ば
す
、
之
を
改
め

　
　
　
第
七
巻
　
　
維
纂
　
　
大
的
始
野
の
磁
涯
ビ
其
の
著
書

ん
こ
ぜ
を
求
む
。
答
藪
震
誓
書
に
帯
く

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
來
教
有
先
生
こ
宇
、
恐
顔
出
干
唱
時
之
私
意
、
而
非
公
雷
門
、

　
恩
賜
手
漉
、
期
除
去
此
二
字
而
可
也
、
若
轟
然
非
朋
友
有
信
之

　
殖
、
伏
講
改
選
、

ご
。
愼
港
は
玉
野
致
仕
の
年
卒
し
、
退
野
祭
銀
翼
港
文
を

作
っ
て
之
を
弔
す
。

　
瀬
野
の
門
人
は
百
老
人
に
及
ぶ
。
濁
り
藩
士
の
み
な
ら

す
、
商
人
あ
り
、
農
夫
あ
り
、
醤
老
め
り
、
紳
官
あ
り
き
。

就
中
草
野
潜
漢
～
軍
野
深
淵
、
森
省
齋
，
西
依
成
齋
．
藤

崎
九
山
、
赤
松
助
次
郎
、
佐
田
谷
山
、
中
村
毒
茸
、
栗
崎

履
齋
、
西
村
作
左
衛
門
，
行
藤
志
摩
守
、
古
氷
常
陸
最
も

名
あ
り
。

　
草
野
潜
考
（
一
七
九
六
妓
）
名
は
雲
、
字
は
士
龍
、
雲
李

ご
辮
　
す
b
佐
藤
固
庵
の
長
子
な
り
Q
退
野
甚
だ
彼
れ
を
愛

せ
る
が
如
一
、
書
翰
郷
雲
準
の
敷
育
に
聾
す
る
こ
ご
屡
見

ゆ
Q
彼
れ
文
學
は
勿
論
、
能
筆
の
馨
高
く
、
重
厚
簡
黙
、

外
貌
愚
な
る
が
如
く
に
し
て
、
實
は
理
会
、
未
だ
曾
て
疾

　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
一
一
五
　
（
一
一
五
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
大
門
退
野
の
生
涯
オ
其
の
著
書

言
途
嘱
せ
す
、
實
に
古
學
者
の
風
め
り
き
ご
（
武
森
長
李

著
熊
本
藩
文
敏
）
。
明
和
三
年
時
習
館
助
激
ご
な
る
。
退
野

回
す
る
前
こ
年
、
秋
山
玉
山
侍
講
ピ
な
る
や
、
此
の
時
退
野

書
を
門
人
履
齋
に
寄
せ
「
殿
下
文
字
御
好
の
旨
、
先
に
承

申
候
、
玉
山
時
を
得
ら
れ
候
ご
存
候
、
爲
巳
の
學
は
天
下

獣
帯
た
る
虫
、
左
軸
有
之
候
、
其
上
に
租
稼
學
流
行
ご
承

候
へ
ば
、
我
輩
は
抱
脛
伏
窮
山
無
事
、
當
然
の
勢
に
て
御

座
候
」
こ
の
嘆
聲
を
洩
ら
せ
し
が
、
そ
の
殻
後
門
入
潜
漢

助
激
こ
な
b
、
彼
れ
の
學
を
藩
稜
に
駁
ゆ
。
木
村
某
の
草

野
潜
漢
傳
に
一
つ
の
佳
話
を
傳
ふ
。
曰
く
、

　
　
會
津
屋
孫
兵
響
芸
は
名
高
き
傲
富
な
り
、
三
時
此
翁
（
潜

　
渓
）
の
申
さ
れ
け
る
は
、
汝
に
黄
金
若
干
貫
を
返
し
興
ふ
る
こ
ミ

　
の
は
べ
る
な
り
、
ε
り
て
給
へ
か
し
ざ
申
さ
れ
け
れ
ば
、
孫
兵

　
衛
大
に
驚
き
、
こ
は
い
か
な
る
仰
鴬
か
な
、
君
に
金
貸
申
し
た

　
り
し
こ
ε
夢
に
も
畳
え
す
・
こ
云
、
翁
さ
な
云
そ
、
予
が
亡
師
退

　
野
翁
い
一
こ
貧
し
か
り
け
り
、
何
時
の
比
に
か
有
け
ん
、
汝
よ
り

　
金
か
り
申
さ
れ
た
る
こ
ミ
の
侍
る
め
り
、
終
に
臨
み
給
ふ
畦
串

　
　
　
　
　
　
　
櫨
汐
　
｝
　
號
　
　
　
一
　
一
山
ハ
　
（
一
一
六
）

　
さ
れ
し
雷
に
、
予
が
玉
の
緒
も
や
が
て
絶
ぬ
べ
し
、
心
安
く
終

　
る
べ
し
、
只
事
の
心
に
懸
る
は
、
先
の
比
孫
兵
衛
へ
金
鉱
た
る

　
こ
言
の
侍
る
な
り
、
彼
も
今
は
忘
れ
や
し
つ
ぺ
け
れ
曹
も
、
返

　
さ
“
る
こ
そ
念
な
し
¶
こ
申
さ
れ
し
を
、
若
か
り
し
時
傍
に
聞
居

　
た
り
、
あ
は
れ
世
に
も
出
で
時
に
も
逢
な
ば
、
か
ほ
，
こ
の
金
は

　
吾
よ
り
も
返
す
べ
き
も
の
を
ミ
思
ひ
た
り
し
そ
か
し
、
賢
も
雨

　
露
の
衷
深
く
、
家
に
滴
る
黄
金
若
干
を
菩
へ
た
の
、
忍
返
し
與
ふ

　
る
に
非
す
、
亡
師
の
返
し
與
へ
給
ふ
な
り
、
ご
ぞ
申
さ
れ
け
る

　
孫
兵
衛
は
彌
二
色
を
か
へ
、
響
令
亡
師
の
世
に
在
高
ふ
ぐ
｝
も
、

　
心
に
畳
な
き
企
子
を
返
給
ふ
一
こ
て
、
取
べ
き
こ
、
こ
わ
り
や
あ
る

　
挫
、
あ
な
が
ち
に
ふ
せ
ぎ
て
返
し
た
る
ミ
ぞ
。

ご
Q
三
津
屋
孫
兵
衛
も
退
野
の
門
人
な
り
。

　
羅
野
深
淵
（
一
七
五
七
破
）
は
元
田
束
野
の
所
謂
束
肥
爾

夫
子
の
一
人
な
り
。
名
を
時
成
、
字
を
亡
朝
、
灌
九
郎
、

號
を
孤
雲
こ
も
云
ふ
Q
若
く
し
て
退
野
の
門
に
入
り
、
易

を
學
び
て
深
奥
を
極
む
。
著
は
す
所
程
易
夜
話
、
程
易
雑

話
等
あ
6
。
退
転
が
彼
れ
を
潜
漢
の
師
に
推
薦
せ
る
次
の

書
面
は
髄
質
の
深
淵
槻
を
現
す
。
憎
く
、



　
貴
襟
に
も
御
存
知
の
入
に
候
へ
共
、
以
前
ざ
建
ひ
該
群
の
進
御

　
塵
候
、
私
見
及
申
候
、
近
來
は
程
朱
の
學
に
カ
を
用
、
内
に
向

　
の
意
切
實
に
ご
ざ
候
、
此
故
に
中
庸
の
中
和
の
味
も
的
當
の
艦

　
認
h
．
」
ざ
候
、
其
意
味
ミ
鄙
見
相
合
串
候
、
其
志
耕
ヂ
を
慕
申
さ

　
れ
候
、
旧
記
も
實
に
相
見
え
申
候
、
其
上
に
三
三
傳
を
信
じ
、

　
三
四
年
も
熟
績
に
て
臥
、
〕
ざ
候
、
此
一
三
理
も
活
、
三
世
の
務
に

　
も
通
じ
申
さ
れ
候
、
書
生
の
論
に
て
は
ご
ざ
無
く
候
、
一
男
の

　
入
は
外
に
は
見
及
不
申
候
、
四
時
有
畢
の
賢
者
な
る
べ
し
ざ
鄙

　
意
に
は
信
じ
申
候
、
近
日
御
封
談
候
て
、
鄙
見
誤
な
る
や
常
る

　
や
を
御
試
み
な
さ
ろ
べ
く
候
云
々
、

ご
○　

森
省
齋
（
一
七
七
四
妓
、
省
は
四
六
、
爾
ご
も
記
す
）
名

は
肪
望
、
　
一
に
久
大
、
石
見
ε
霧
す
。
玉
名
郡
江
田
村
能
酬

野
宮
の
魅
直
な
b
。
二
十
歳
の
頃
よ
り
退
野
の
門
に
入
る

第
一
の
高
弟
に
し
て
、
そ
の
學
深
淵
の
上
に
あ
b
ご
云
は

る
。
退
野
波
す
る
に
臨
み
、
門
人
を
彼
れ
に
托
す
。
會
讃

の
日
に
は
熊
本
よ
り
馬
に
乗
じ
て
來
る
者
あ
り
、
魁
前
の

杉
将
に
繋
ぐ
所
の
馬
十
四
五
頭
二
十
頭
に
及
び
し
時
も
あ

㌃
　
第
七
巷
　
雑
纂
　
大
同
退
野
の
生
涯
ぜ
其
の
署
書

ゆり
き
こ
い
ふ
。
（
武
藤
嚴
男
著
績
肥
後
先
哲
偉
蹟
懇
三
）
退

野
語
録
及
び
西
依
蓉
問
は
省
エ
齋
の
録
す
る
所
、
並
ハ
に
爲
本

に
て
傳
は
る
。

　
西
依
二
一
（
一
七
九
七
残
）
、
初
の
名
は
正
固
、
字
は
潭

明
、
〃
後
名
を
周
行
ご
改
め
，
儀
…
丘
一
三
…
ビ
灘
す
Q
玉
名
郡
山
尚

瀬
村
の
人
、
初
め
退
野
の
門
に
入
り
、
二
十
一
歳
の
時
上

京
し
て
若
林
駆
動
の
弟
子
こ
な
る
。
京
都
に
住
し
て
帷
を

垂
れ
、
墓
は
京
都
歌
の
中
山
清
閾
寺
に
在
り
Q
西
依
答
問

は
省
齋
の
録
す
る
所
な
り
。
賓
暦
五
年
正
月
同
門
の
草
野

潜
漢
時
習
館
に
禺
仕
す
る
こ
ε
、
な
b
け
れ
ば
、
省
齋
彼

れ
を
自
宅
に
講
じ
、
偶
館
平
中
の
黒
蓋
及
び
同
志
数
入
を

も
招
く
。
蔵
書
は
そ
の
応
問
の
記
録
に
し
て
、
主
に
成
齋

ご
省
姐
ご
の
問
答
な
り
Q
継
子
の
序
文
あ
り
。
問
答
の
一

節
を
見
る
に
、
省
齋
曰
く
、

足
下
久
し
く
吾
老
翁
（
退
野
）
に
從
事
し
給
へ
ば
、
俗
儒
二
郎
の

分
ち
定
め
て
分
明
な
ら
ん
、
工
廠
ら
く
は
若
年
に
し
て
老
翁
に

別
…
れ
給
へ
ば
、
い
か
程
に
m
剛
へ
ら
、
れ
候
や
ご
盛
恥
二
心
許
鞠
こ
そ
候

　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
一
一
七
　
（
二
七
）



　
第
七
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
大
塚
退
野
の
生
涯
定
其
の
著
書

へ
、
面
疽
に
し
て
相
討
ふ
事
を
得
た
れ
ば
打
明
て
講
學
に
及
た

く
こ
そ
候
へ
、
先
此
七
外
剃
の
㎝
學
い
か
．
、
見
及
ば
れ
像
…
や
。

西
依
曰
く
、

　
蛍
の
墨
者
は
只
記
者
詞
章
に
ミ
“
ま
り
て
其
上
の
事
は
な
、
＼

　
か
ゆ
き
所
に
手
の
ミ
f
か
ぬ
に
て
候
、
老
翁
の
學
は
其
得
る
所

　
記
諦
詞
章
に
ε
“
ま
ら
す
、
加
此
か
ゆ
け
れ
ば
如
是
手
を
や
り

　
か
き
候
ε
申
程
に
て
候
。

省
齋
能
こ
そ
見
及
び
給
ふ
も
の
か
な
ご
之
を
噂
す
◎
諮
西

依
下
問
説
は
弘
化
四
年
正
月
元
田
貞
孚
の
著
は
す
所
、
西

依
答
問
ご
共
に
退
野
の
學
を
窺
ふ
べ
し
。

　
中
村
戚
齋
（
一
七
五
九
破
）
初
の
名
は
持
實
、
後
正
平
、

忠
助
ご
禰
し
、
馬
寮
ご
改
む
。
退
野
の
門
に
入
り
て
、
實

蹟
の
學
を
乱
し
、
著
書
に
人
倫
大
意
あ
り
。
習
學
の
際
退

野
敷
示
の
大
意
を
記
せ
る
も
の
な
り
。
栗
崎
履
齋
（
一
七

八
一
裟
）
名
は
時
亮
、
宇
を
士
欽
、
善
右
黒
門
ε
馴
し
、

又
龍
漢
ご
も
號
し
。
致
仕
し
て
一
枝
ご
罰
す
。
二
十
歳
の

・
蒔
蓮
野
の
門
に
入
り
、
後
儒
書
敏
授
奉
行
職
こ
な
る
、
赤

　
　
　
　
　
　
　
第
噸
號
　
　
一
一
入
（
一
一
八
）

松
助
次
郎
（
一
八
〇
九
波
）
は
王
名
郡
山
田
村
の
農
夫
な
り

幼
少
よ
り
學
を
好
む
。
傳
へ
い
ふ
、
「
幼
時
毎
朝
馬
草
切
に

行
き
し
が
、
草
を
刈
ら
す
し
て
土
手
に
腰
打
掛
け
書
を
護

み
居
た
b
。
近
隣
の
同
輩
、
自
身
の
草
を
刈
絡
て
後
、
今
よ

り
助
殿
の
革
を
刈
ら
ん
ご
相
其
に
刈
て
遣
し
、
を
持
臨
）

し
ご
ぞ
。
」
（
績
肥
後
先
哲
偉
蹟
巻
五
v
前
原
丈
軒
、
西
依
成

齋
に
從
っ
て
學
び
、
後
退
野
の
門
に
入
り
、
勤
畢
老
に
至
っ

て
怠
ら
す
、
誠
に
篶
學
の
人
な
り
。
藩
束
乱
丁
を
賞
し
、

文
化
四
年
十
二
月
（
入
十
九
歳
）
惣
庄
屋
直
鰯
ど
な
し
氏
を

総
す
る
を
許
し
、
毎
年
米
艶
羨
を
下
賜
す
．
り
享
和
二
年
コ
尚

本
慶
藏
よ
り
學
校
方
御
奉
行
衆
中
へ
の
書
面
し
に
左
の
文

字
あ
り
。
以
て
彼
の
篤
學
な
り
し
事
を
知
る
べ
し
。
曰
く

軌

右
助
次
郎
ε
申
者
、
壮
年
の
頃
、
大
塚
三
野
門
人
に
て
學
問
仕

及
老
年
候
て
も
無
実
轄
、
先
師
の
敏
訓
を
篤
實
に
遵
守
申
候
儀

農
民
に
は
無
比
類
、
奇
特
の
者
に
て
御
座
候
、
依
之
時
習
館
繊

庸
の
面
々
も
折
々
罷
越
馬
丁
画
、
盆
を
得
申
望
事
多
く
、
教
導

の
｝
助
に
も
相
成
候
云
々
、



ご
。
退
野
の
師
友
及
び
再
入
の
重
な
る
者
は
以
上
の
如

し
。
他
の
門
人
傳
は
之
を
省
く
。

五

　
退
野
の
著
、
撰
、
輯
に
か
、
る
書
に
、
扁
螺
學
會
解
、

批
論
語
歳
霜
、
霜
子
重
落
銀
、
紫
陽
碧
潭
要
録
、
「
よ
め
の

し
る
べ
」
、
竹
馬
歌
あ
）
。
遺
稿
を
蒐
集
せ
る
も
の
に
受
注

着
想
、
孚
齋
潮
回
拾
遺
あ
り
。
批
大
脳
理
解
、
批
論
語
霜
解

は
清
人
繁
木
臣
著
四
書
會
畑
中
の
大
話
及
び
論
語
會
解
の

批
評
な
り
。
前
者
は
享
保
十
二
年
の
習
弊
な
り
。
二
書
共

に
爲
本
に
て
傳
は
る
。
君
子
重
習
録
は
情
交
四
年
の
撰
述

に
て
、
論
語
よ
り
三
十
五
章
・
孟
子
よ
り
十
九
章
を
ご
り

て
小
冊
子
こ
せ
る
も
の
な
り
。
君
子
重
習
録
ご
名
づ
け
た

る
所
以
に
就
き
て
白
H
ら
云
ふ
。
「
伏
惟
、
沼
部
公
㎝
務
一
箪
力
、

熟
讃
玩
味
之
、
以
還
反
復
重
習
之
功
、
姻
素
雪
有
所
得
、

既
有
灰
得
、
剛
於
輔
霧
從
政
守
身
之
道
、
未
必
無
小
補
云
」

ε
寓
本
に
て
傳
は
る
。
紫
陽
言
仁
要
録
は
朱
子
の
著
仁
説

　
　
　
第
七
谷
　
　
雑
纂
　
　
大
塚
退
野
の
慮
涯
電
其
の
藩
書

一
篇
中
よ
り
数
十
條
を
抄
録
せ
し
も
の
な
り
。
痛
言
一
篇

は
精
切
緊
要
、
固
よ
り
學
者
に
盆
あ
る
書
な
れ
こ
も
、
憲

鉄
浩
穰
に
し
て
弊
に
見
る
能
は
す
。
故
に
之
を
抄
録
し
て

初
學
者
の
｝
助
ご
せ
る
も
の
な
b
。
名
義
、
滋
味
，
其
理

側
捻
傘
四
品
、
仁
懇
書
別
、
仁
與
入
合
、
仁
公
之
分
、
識

得
仁
膿
、
仁
包
義
禮
智
、
求
仁
之
義
、
求
仁
買
置
差
、
道

之
本
領
與
雄
之
綱
要
等
の
篇
あ
り
。
門
人
中
村
正
奪
校
の

版
本
あ
り
。
寛
保
元
年
十
一
月
の
臼
【
序
、
寛
政
四
年
仲
春

正
尊
の
践
文
あ
り
。
「
よ
め
の
し
る
べ
、
」
は
寛
保
十
一
年

娘
ご
よ
子
を
田
中
某
に
與
へ
し
時
、
嫁
の
心
得
こ
し
て
書

き
與
へ
た
る
も
の
な
り
。
一
、
笹
子
に
つ
か
ふ
ま
つ
h
や

う
の
事
Q
　
一
、
君
子
の
父
母
に
つ
か
ふ
ま
つ
b
や
う
の
事

一、

g
の
ま
も
り
ゃ
う
の
事
。
一
、
身
の
た
し
な
み
や
う

の
事
Q
　
一
、
召
仕
の
男
女
あ
は
れ
み
や
う
の
事
の
五
ヶ
條

を
暴
げ
了
寧
反
覆
す
。
忠
厚
の
情
景
然
掬
す
臨
き
も
の
あ

り
0

　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
め
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
モ

　
君
子
に
つ
か
ふ
ま
つ
り
や
う
の
事
に
於
て
は
先
づ
胃
頭

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
「
h
九
（
こ
九
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
維
　
纂
　
　
大
塚
退
野
の
生
涯
ミ
其
の
著
書

に
男
は
陽
に
し
て
奪
く
、
女
は
陰
に
し
て
卑
し
き
が
天
地

の
道
な
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
っ
て
常
に
夫
を
敬
ひ
、
夫
に
從
ひ

筍
に
も
夫
を
侮
り
、
嘱
す
る
こ
ご
あ
る
べ
か
ら
す
ξ
敢
ゆ

叉
陽
陰
和
し
て
萬
物
生
じ
、
夫
婦
和
合
し
て
子
孫
繁
盛
す

夫
婦
和
合
の
秘
訣
は
奪
ビ
從
ご
睦
ビ
和
ビ
な
り
、
此
の
四

ツ
備
は
れ
ば
家
整
ひ
、
子
孫
繁
盛
、
身
安
く
心
樂
し
、
嫁

は
此
の
四
徳
を
失
は
ざ
る
様
努
め
ざ
る
べ
か
ら
す
、
此
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
へ

四
徳
は
誠
に
女
の
天
性
な
り
、
只
い
か
り
、
う
ら
み
、
し

ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ
　
も

つ
ご
、
お
こ
た
り
の
四
ツ
に
依
っ
て
損
は
る
、
故
に
努
め

て
此
の
四
病
を
去
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
ご
黒
む
。
急
く

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
｝
つ
に
い
か
り
は
ら
た
つ
こ
ミ
人
こ
ご
に
な
き
こ
ミ
は
な
け
れ

　
さ
も
、
か
ろ
き
う
す
き
め
り
、
お
も
く
あ
つ
き
あ
り
、
か
ろ
き

　
は
少
し
く
心
に
き
ざ
せ
、
こ
も
色
に
あ
ら
は
れ
す
、
う
す
き
は
色

　
言
葉
に
あ
ら
は
る
・
唱
い
へ
さ
も
そ
の
ま
、
き
へ
て
あ
忘
な
く

　
か
ろ
き
は
な
き
に
ひ
ε
し
、
う
す
き
は
外
は
見
ゆ
ミ
い
へ
、
こ
も

　
物
に
害
あ
る
に
い
た
ら
す
、
重
き
は
｝
冨
葉
に
あ
ら
は
さ
ぬ
ミ
い

　
　
へ
，
こ
も
色
に
↓
の
ら
わ
る
、
あ
つ
き
は
言
鼎
渠
あ
ら
く
、
い
ふ
ま
じ

　
き
こ
ミ
を
い
ふ
て
氣
ふ
さ
が
り
、
あ
ミ
さ
き
の
か
へ
り
見
も
な

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
＝
一
〇
　
（
＝
一
〇
）

く
て
、
わ
ざ
わ
い
を
ま
ね
く
な
り
、
も
し
さ
な
く
噂
こ
も
心
に
こ

も
り
、
一
日
二
日
は
つ
ね
な
ら
ぬ
こ
・
ろ
あ
ひ
あ
る
も
、
あ
つ

き
の
類
な
り
、
さ
て
何
故
は
ら
た
つ
そ
こ
い
へ
ば
、
我
に
さ
か

う
よ
り
お
こ
る
事
お
ほ
く
、
此
も
ε
を
ふ
か
く
か
へ
り
み
て
、

そ
の
も
、
こ
を
ふ
さ
ぎ
、
念
慮
の
き
ざ
し
に
心
を
つ
け
て
、
は
や

く
は
ら
ひ
表
べ
し
、
す
こ
し
も
胸
中
に
置
く
べ
か
ら
す
。
二
つ

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
は
う
ら
み
い
き
ご
ほ
り
、
是
は
大
や
う
我
に
あ
ひ
ら
し
か
ら

す
、
我
に
へ
だ
て
意
あ
る
時
に
う
ら
み
の
意
出
超
な
り
、
是
大

な
る
悪
心
な
り
、
お
よ
そ
人
の
世
に
す
む
媒
、
我
－
こ
我
を
く
る

し
め
て
胸
を
こ
が
し
、
身
を
あ
や
ぶ
め
て
｝
時
の
安
き
こ
・
う

な
き
は
、
薫
習
の
こ
・
ろ
あ
れ
ば
な
り
、
家
の
内
に
一
人
う
ら

み
の
心
あ
わ
ば
、
其
家
不
和
に
し
て
お
さ
ま
ら
す
、
女
の
人
の

家
に
ゆ
く
は
、
家
を
ミ
・
の
ふ
る
た
す
け
な
る
に
、
か
へ
っ
て

著
書
に
家
不
和
に
な
、
こ
な
る
は
、
其
罪
の
が
る
べ
か
ら
す
、
此

故
に
い
か
な
ろ
無
理
な
る
こ
ミ
あ
の
ぐ
」
も
、
恨
み
の
心
も
つ
べ

か
ら
す
、
あ
ま
さ
か
さ
ま
の
事
あ
り
ε
も
、
我
心
ミ
お
こ
な
ひ

ざ
の
ε
“
か
ぬ
放
に
ぞ
か
く
あ
る
ら
め
、
こ
わ
が
身
に
か
へ
の
み

我
江
ら
ぬ
こ
さ
を
つ
ミ
め
お
こ
な
・
幽
べ
し
、
此
こ
ミ
眞
實
あ
ら

ば
な
さ
か
は
人
を
も
あ
わ
れ
ε
思
は
せ
ざ
ら
ん
、
も
し
も
う
ら



み
の
心
ふ
か
く
ば
、
鱈
子
に
す
て
ら
れ
、
舅
姑
に
に
く
ま
れ
て

身
の
わ
ざ
わ
ひ
立
、
こ
こ
ろ
に
き
た
ら
む
ぞ
か
し
。
三
つ
に
は

　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

嫉
妬
ね
九
む
の
こ
・
ろ
露
も
あ
る
べ
か
ら
す
、
其
故
は
夫
の
妻

を
む
か
ふ
る
は
子
孫
を
ま
う
け
て
先
組
の
ま
つ
の
を
つ
が
し
め

は
ん
じ
や
う
の
た
め
ぞ
か
し
、
し
か
る
に
妻
た
る
も
の
し
つ
ミ

あ
れ
ば
子
孫
出
生
せ
す
、
ま
つ
り
た
へ
ぬ
る
た
ぐ
ひ
お
ほ
く
、

然
れ
ば
入
の
家
を
ほ
ろ
ぼ
す
大
な
る
罪
科
ざ
罪
な
の
、
そ
れ
の

み
な
ら
す
、
し
つ
ε
の
こ
・
ろ
あ
れ
ば
、
家
内
さ
わ
が
し
く
、

其
身
も
常
に
安
か
ら
す
、
此
故
に
聖
人
も
妬
あ
れ
ば
さ
る
べ
し

　
こ
の
御
お
き
て
あ
り
、
す
こ
し
も
此
あ
し
き
こ
・
ろ
を
も
つ
べ

か
ら
す
、
若
お
も
ε
入
な
さ
は
ら
め
る
事
あ
ら
ば
随
分
い
た
は

の
軍
産
さ
す
べ
し
、
子
生
れ
ば
よ
く
養
ひ
そ
だ
っ
べ
し
、
或
は

　
世
の
き
こ
へ
を
は
“
か
り
、
小
産
な
｝
こ
せ
さ
せ
ん
ミ
の
は
か
ら

　
ひ
あ
り
ミ
も
必
ず
申
止
め
て
準
産
さ
す
べ
し
、
そ
れ
も
か
な
ひ

が
爬
く
は
、
舅
姑
に
ね
ん
凱
、
」
う
に
こ
ひ
申
べ
し
、
七
三
召
仕
ひ

・
の
者
の
年
々
密
通
の
な
き
や
う
に
よ
く
く
制
し
い
ま
し
む
べ

　
し
、
是
は
嫉
妬
に
て
は
な
く
か
へ
っ
て
君
子
の
爲
に
は
か
る
な

　
り
、
世
の
女
は
我
夫
に
の
み
し
つ
ミ
し
て
、
家
内
男
女
の
み
だ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
か
わ
し
き
を
ゆ
る
す
は
さ
か
さ
ま
事
な
り
。
四
つ
に
お
こ
た
り

　
　
第
七
谷
　
　
雑
　
纂
　
　
大
田
愚
野
の
生
涯
霊
興
の
著
書

　
是
は
君
子
の
お
ほ
せ
事
を
お
ろ
そ
か
に
、
叉
我
な
す
べ
き
わ
ざ

　
を
の
び
ノ
㍉
に
し
て
心
ま
・
な
る
．
訟
る
ま
ひ
を
い
ふ
、
此
お
こ

　
た
り
は
さ
し
つ
け
て
害
ε
は
見
へ
ね
｝
こ
も
、
此
ま
め
し
け
な
く

　
氣
随
な
る
心
が
常
虐
な
り
ぬ
れ
ば
，
後
に
害
い
で
き
、
家
ミ
・

　
の
ふ
ら
ぬ
も
の
な
の
、
よ
く
く
つ
ミ
め
て
お
こ
た
る
べ
か
ら

　
す
、
お
よ
そ
つ
ミ
め
お
こ
た
ら
ぬ
は
、
上
蝋
入
よ
り
下
萬
民
ま
で

　
な
く
て
か
な
わ
ぬ
事
に
て
、
下
篇
の
身
に
か
ぎ
ら
ね
、
ご
、
女
は
内

　
に
の
み
屠
て
お
こ
た
り
や
す
き
も
の
な
れ
ば
、
S
り
わ
け
心
を

　
つ
け
て
つ
ミ
む
べ
し
、
或
は
君
子
の
い
つ
く
し
み
を
う
れ
ば
、

　
初
つ
・
し
み
し
こ
ミ
さ
も
を
わ
す
れ
て
、
な
れ
～
、
し
く
な
る

　
は
い
や
し
き
π
の
く
せ
な
り
ε
、
是
を
よ
く
わ
き
ま
へ
、
よ
く

　
つ
・
し
み
て
、
な
れ
く
激
ふ
る
ま
ひ
あ
る
べ
か
ら
す
、

　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ち

ご
。
潜
子
の
父
母
に
つ
か
ふ
ま
つ
b
や
う
の
事
に
於
て
は

夫
の
父
母
を
我
生
み
の
父
母
ざ
思
ふ
て
孝
養
を
盤
さ
や
る

べ
か
ら
す
ご
戒
む
。
「
孝
行
の
品
多
し
ご
難
も
つ
、
め
て
い

へ
ば
、
よ
く
い
ε
お
し
む
ご
、
う
や
ま
ふ
ご
の
ふ
た
こ
ご

に
ビ
や
ま
れ
り
、
此
3
5
を
も
ご
、
し
て
萬
事
仰
の
ま
、
に

し
た
が
ふ
時
は
、
必
ず
よ
ろ
こ
び
給
ふ
べ
し
、
父
母
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
半
　
　
　
一
二
一
　
（
一
二
一
）



　
　
　
齢
恥
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
大
塚
退
野
の
生
聖
電
艶
ハ
の
著
書

こ
び
給
ふ
に
い
た
り
て
孝
行
の
し
る
し
ご
す
れ
ば
、
若
し

御
心
に
か
な
は
ぬ
事
あ
ら
ば
、
身
を
い
く
た
び
も
か
へ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
も

見
て
、
孝
行
の
た
ら
澱
を
せ
む
べ
し
し
ご
敷
ゆ
。
身
の
ま

ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
へ
　
も

も
り
や
う
の
事
に
て
は
、
女
は
一
旦
嘱
せ
ぱ
貞
操
を
堅
く

守
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
、
一
生
貞
操
を
堅
く
守
る
女
を
貞
女

ご
云
ひ
、
攣
に
遇
う
て
死
す
ビ
錐
も
構
ほ
節
を
守
る
を
烈

女
ε
い
ふ
、
夫
死
し
て
寡
婦
こ
な
b
て
後
も
此
の
道
は
堅

く
守
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
、
然
る
に
夫
の
生
存
海
蘭
ビ
通
す

る
が
如
き
者
も
あ
り
、
こ
れ
畜
生
の
業
な
b
、
臭
れ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

も
注
意
し
入
の
疑
を
受
け
ざ
る
模
す
べ
し
ご
敷
ゆ
。
身
の

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

た
し
な
み
や
う
の
事
、
こ
れ
は
前
の
條
々
に
比
す
れ
ば
梢

輕
し
ご
錐
も
、
こ
の
事
に
心
を
留
め
努
む
れ
ば
、
自
然
心

も
直
く
、
身
も
肚
健
に
な
る
べ
し
ご
敷
ゆ
。
退
野
は
第
一

に
女
は
身
の
嗜
の
必
要
を
説
き
、
こ
れ
は
夫
を
奪
び
身
を

愼
む
爲
な
り
ざ
説
く
。
日
ズ

あ
さ
い
し
て
寝
顔
を
入
に
見
す
べ
か
ら
す
、
け
は
ひ
し
髪
ゆ
ふ

こ
ε
一
日
も
お
こ
た
る
べ
か
ら
す
、
お
よ
そ
け
は
ひ
せ
ぬ
は
病

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
十
　
　
　
一
ご
二
　
（
一
直
ニ
）

　
ご
お
も
き
喪
あ
る
時
ミ
な
り
，
其
外
に
君
子
他
國
な
さ
に
・
こ
ふ

　
留
の
ま
な
さ
は
せ
ぬ
よ
し
な
り
。
是
等
も
舅
姑
の
仰
あ
ら
ば
そ

　
れ
に
し
た
が
ふ
べ
し
、
女
の
け
は
ひ
し
、
か
ね
つ
く
ろ
事
人
に
よ

　
く
見
ら
れ
ん
ぐ
」
の
爲
に
は
あ
ら
す
、
夫
を
う
や
ま
ひ
身
を
っ
、

　
し
む
の
い
は
ひ
こ
鴨
こ
な
り
、
世
の
末
に
な
り
て
は
、
だ
て
に
す

　
る
こ
ε
・
心
得
て
、
家
に
居
る
時
は
大
や
う
に
て
、
門
よ
り
外

　
へ
出
る
時
，
一
き
わ
け
は
ひ
か
み
か
九
ち
ま
で
も
念
を
入
れ
て

　
か
ひ
つ
く
ろ
ふ
事
こ
そ
あ
さ
ま
し
き
わ
ざ
な
れ
、
心
あ
ら
ん
人

　
は
夫
を
か
ろ
し
め
る
女
な
り
霊
こ
そ
い
ふ
ぺ
け
れ
、
外
に
出
る

　
¶
こ
も
常
さ
ま
よ
り
こ
ε
な
る
か
ひ
つ
く
ろ
ひ
す
べ
か
ら
す
。

と
。
次
ぎ
に
才
女
の
逼
別
を
正
ふ
す
べ
き
事
を
敷
へ
て
曰

く
、

古
は
男
女
の
別
ち
正
し
か
ら
し
め
ん
電
、
男
女
三
つ
か
ら
手
わ

た
し
に
物
を
わ
た
さ
ぬ
法
な
り
、
今
ミ
て
も
何
ε
ぞ
手
わ
た
し

せ
ぬ
や
う
に
あ
り
た
き
こ
ε
な
り
、
下
に
置
て
か
何
ぞ
に
の
せ

て
、
う
け
ミ
リ
わ
た
し
す
べ
し
、
是
も
舅
姑
夫
の
ほ
か
の
人
に

封
し
て
の
事
な
り
、
祭
や
喪
や
火
事
な
、
こ
の
階
は
、
き
ら
ひ
な

か
る
べ
し
、
是
も
舅
姑
の
仰
あ
ら
ば
そ
れ
に
し
た
が
ふ
べ
し
、



　
今
の
世
の
酒
の
座
に
て
男
女
打
ま
じ
り
、
老
若
ξ
な
く
さ
か
づ

　
き
h
、
一
ぐ
曽
す
る
な
ら
ひ
な
い
、
是
等
も
世
の
な
ら
わ
し
に
て
、
窮

　
姑
の
御
差
岡
な
ら
ば
い
な
び
申
ま
じ
、
さ
な
く
ば
か
な
ら
す
か

　
た
く
、
外
の
男
子
ミ
盃
ご
ミ
す
べ
か
ら
す
、
す
い
ぶ
ん
念
比
に

　
こ
ε
わ
り
を
申
べ
し
、
殊
に
時
津
馨
者
座
頭
な
，
ご
に
は
ミ
り
わ

　
け
盃
さ
す
べ
か
ら
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

こ
。
「
殊
に
」
以
下
面
白
し
。
言
触
の
男
女
あ
は
れ
み
や
う

ヘ
　
　
へ

の
事
に
て
は
、
召
仕
は
れ
て
足
ら
ぬ
こ
ご
あ
る
も
の
な
れ

ば
之
を
責
め
す
、
よ
く
敷
訓
す
べ
し
Q
命
倉
を
聞
か
ざ
る

時
も
恕
る
べ
か
ら
す
、
憐
み
て
使
役
す
べ
し
ご
敷
へ
、
一

首
の
歌
を
添
ふ
。

已
が
善
き
に
人
の
悪
き
が
あ
ら
ば
こ
そ

人
の
悪
き
は
我
が
悪
き
な
れ

　
以
上
は
「
よ
め
の
し
る
べ
」
の
概
要
な
り
。
近
藤
淡
泉
（
昌

明
）
駿
交
を
書
き
、
生
時
婦
道
の
頽
れ
た
る
を
慨
し
「
萄
く

も
此
の
言
に
從
へ
ば
期
ち
婦
の
三
徳
霞
む
る
こ
ご
を
得
べ

く
、
治
敷
の
本
、
舞
倫
の
道
皆
此
の
中
に
存
す
」
ビ
述
べ

　
　
　
第
七
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
大
袖
油
断
の
血
涯
ビ
其
の
著
書

「
此
の
書
は
家
毎
に
寓
し
傳
へ
て
、
閨
房
の
遣
訓
こ
す
べ
く

蕾
に
閣
里
の
み
な
ら
す
、
天
下
に
施
す
べ
き
も
の
な
b
」

ご
云
ふ
◎

　
藤
野
は
為
る
い
子
を
藤
崎
九
山
の
子
源
太
夫
に
婁
す
。

九
山
名
は
正
治
、
作
左
衛
門
ご
聡
し
、
退
園
の
門
人
な
り
。

或
時
る
い
子
よ
り
退
野
に
近
歌
を
報
せ
し
が
、
退
野
之
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

答
へ
、
且
つ
夫
・
舅
に
封
ず
る
つ
ご
め
を
敷
ゆ
。
「
よ
め
の

し
る
べ
」
ご
共
に
女
子
敷
育
の
参
考
ご
な
る
べ
し
。
日
．
、

　
誠
ε
申
も
二
心
な
く
夫
に
身
を
ゆ
だ
ね
候
腱
に
極
り
申
候
、
此

　
所
導
入
あ
し
く
取
ち
か
へ
、
我
よ
く
仕
へ
て
も
、
か
な
た
に
恩

　
愛
な
け
れ
ば
、
は
な
れ
し
も
こ
噛
こ
わ
り
の
や
う
に
豊
へ
候
、
孝

　
　
子
忠
臣
貞
女
な
「
ご
を
も
、
父
母
君
夫
順
な
る
に
誰
か
孝
忠
貞
を

　
　
失
ひ
候
は
ん
、
た
“
に
不
順
な
る
に
む
か
ひ
候
て
こ
そ
、
其
誠

　
　
あ
ら
わ
れ
候
よ
り
、
其
名
も
聞
へ
申
候
、
三
三
に
御
父
の
こ
、
こ

　
　
く
お
も
ひ
定
て
は
、
た
ミ
ひ
恩
愛
な
く
身
は
く
ち
は
て
候
ε
も

　
　
父
母
の
家
に
飾
ら
ぬ
が
道
な
り
ミ
す
こ
し
乳
風
な
く
、
我
を
捨

　
　
て
あ
る
じ
を
敬
愛
い
た
し
候
慮
こ
そ
誠
の
心
ミ
申
候
、
此
故
に

　
　
忠
臣
不
仕
二
君
、
貞
夫
不
降
砂
夫
ε
の
濃
艶
も
あ
る
事
に
候

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
三
　
　
　
一
二
三
　
（
＝
ニ
ニ
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
大
濠
墨
銀
の
生
涯
オ
其
の
著
書

ご
Q
か
く
心
定
ま
り
、
二
心
な
く
夫
婦
和
含
せ
ざ
る
べ
か

ら
す
、
夫
の
恩
愛
薄
き
も
、
家
の
謹
め
、
量
姑
の
障
め
、

子
孫
の
工
め
ご
思
ひ
て
怨
ぶ
べ
し
ご
敷
ゆ
。
叉
夫
婦
の
間

に
秘
密
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
、
男
は
大
事
を
語
ら
ざ
る
も

回
し
、
女
は
細
大
ε
な
く
告
ぐ
べ
し
ご
云
ふ
。
旧
く

夫
婦
の
中
は
何
事
も
か
く
さ
ぬ
道
に
て
候
ミ
申
事
は
、
夫
婦
一

艦
の
道
理
に
て
候
へ
ば
、
我
一
身
に
て
見
る
に
何
か
隔
て
候
事

に
て
こ
れ
な
く
候
、
一
薩
ε
三
内
に
、
夫
は
天
に
比
し
て
貴
く

婦
は
地
に
比
し
て
賎
敷
台
故
、
夫
の
方
よ
り
は
妻
に
大
事
の
談

合
を
ば
し
ら
せ
ぬ
事
も
其
道
理
に
て
候
、
婦
の
方
よ
り
は
何
事

の
大
切
な
る
事
も
か
く
さ
ぬ
、
そ
の
道
に
て
候

ご
。
退
野
の
娘
を
戒
む
る
こ
ご
以
上
の
如
し
。
る
い
子
よ

く
婦
道
を
守
り
、
　
一
家
和
睦
繁
盛
す
。
木
山
直
李
の
「
退

野
先
生
ゆ
い
女
に
贈
り
給
ひ
し
文
の
蹟
」
に
次
の
事
を
語

る
。

娘
ゆ
い
女
藤
崎
丸
由
の
嫡
子
源
太
夫
が
妻
ミ
す
、
然
る
に
ゆ
い

々
艶
色
な
し
、
源
太
夫
も
若
き
比
な
れ
は
、
夫
婦
の
中
睦
し
か

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
二
四
（
㎝
二
四
）

　
ら
す
、
外
に
妾
を
嘗
て
室
を
異
に
す
、
然
れ
，
こ
も
ゆ
い
女
は
其

　
蜀
姑
に
事
へ
て
定
省
の
務
怠
ら
す
、
夫
に
事
ふ
る
に
夫
の
禮
を

　
專
に
し
て
源
太
夫
の
寵
な
き
を
も
怨
み
す
、
斯
て
事
年
月
を
重

　
ぬ
、
自
然
ぐ
」
一
家
三
徳
に
和
し
て
睦
き
こ
ε
他
に
越
た
り
、
妾

　
も
ゆ
い
女
に
回
る
に
主
の
禮
を
以
て
せ
り
、
ゆ
い
女
の
徳
の
斯

　
や
礼
こ
S
な
き
も
売
生
の
徳
の
及
べ
る
な
ら
ん
、
誠
に
内
に
嚴

　
父
兄
な
く
、
外
に
…
倣
師
友
な
く
し
て
徳
を
爲
せ
る
者
は
あ
ら
じ

　
ぐ
」
正
献
公
の
言
宜
な
る
哉
。

こ
の
手
紙
及
び
前
記
「
よ
め
の
し
る
べ
」
は
廣
ぐ
世
間
に
讃

ま
る
一
三
あ
る
も
の
こ
思
は
る
。
勿
論
直
ち
に
移
し
て
現

代
に
行
ふ
能
は
ざ
る
も
の
も
あ
ら
ん
。
回
れ
ご
も
婦
人
こ

の
心
得
を
以
て
日
常
に
慮
す
れ
ば
う
談
な
き
に
庶
幾
ん
。

　
退
野
は
和
歌
は
元
來
遊
戯
に
略
す
、
拗
善
懲
悪
に
用
ゆ

べ
き
も
の
な
り
ご
な
し
、
敷
訓
歌
を
作
っ
て
朝
夕
見
量
に

歌
は
し
め
、
そ
の
間
に
勘
善
懲
悪
を
敷
ゆ
べ
し
ご
主
張
す

日
く
、

　
濡
歌
は
か
ら
國
の
詩
の
、
、
」
ミ
し
、
世
の
緩
み
な
よ
く
そ
の
こ
、

　
ろ
を
得
ば
、
拗
懲
の
窪
い
か
で
か
な
か
ら
む
、
さ
れ
ば
上
古
の



　
歌
を
見
る
に
、
い
ま
だ
耳
翼
の
も
て
あ
そ
び
こ
な
さ
す
、
た
“

　
教
誠
の
は
し
さ
す
ミ
こ
そ
蝕
貝
之
も
い
へ
、
れ
、
し
か
は
あ
れ
¶
ご
、

　
ち
か
き
世
は
そ
の
道
た
．
・
衣
縷
家
の
わ
ざ
一
こ
な
り
て
、
下
ざ
ま

　
に
は
お
ふ
や
う
し
ら
す
、
ま
し
て
わ
ら
べ
な
さ
の
ふ
る
き
う
た

　
き
・
た
る
は
馬
の
回
ふ
く
風
の
こ
ぐ
」
し
、
其
歌
み
な
こ
、
、
｝
葉
う

　
り
む
ね
「
こ
ふ
け
れ
ば
な
り
、
こ
・
に
ひ
そ
か
に
思
ひ
見
る
¢
，

　
今
の
世
に
い
・
な
ら
わ
せ
る
こ
ざ
葉
も
て
、
下
ざ
ま
の
入
の
耳

　
に
近
く
歎
を
う
け
て
う
た
つ
く
り
、
児
童
の
す
じ
な
き
そ
、
・
ご

　
S
に
か
へ
し
め
な
ば
、
い
さ
、
か
教
｛
誠
に
た
よ
・
り
や
せ
ん
、
何

　
に
よ
り
て
か
し
か
お
も
ふ
、
和
歌
は
唐
國
の
詩
の
こ
ε
し
、
宋

　
伊
川
の
何
が
し
三
二
を
い
へ
ら
く
、
い
わ
く
、
一
調
三
三
に
し
て

　
今
の
人
さ
さ
し
や
す
か
ら
す
、
溺
に
詩
つ
く
り
て
童
子
に
を
し

　
ふ
る
酒
面
磨
封
等
の
事
を
い
ひ
て
、
朝
夕
是
を
う
た
は
し
め
ば

　
た
す
け
あ
る
べ
し
ミ
な
ん
、
是
わ
が
思
ふ
ミ
こ
ろ
な
り
、
し
か

　
れ
ば
我
國
に
し
て
も
、
そ
の
こ
ε
葉
簡
奥
な
ら
で
、
彼
お
ろ
か

　
に
い
や
し
き
が
耳
に
ち
か
き
歌
あ
ら
ば
、
童
子
に
回
す
け
な
か

　
ら
う
め
や
、
わ
れ
お
ふ
け
な
く
、
伊
川
の
こ
ぐ
」
葉
の
し
た
わ
れ

　
侍
り
て
、
た
．
・
に
は
や
み
一
か
た
く
お
ほ
へ
腰
輿
れ
ば
云
々

と
。
百
〇
三
首
の
和
歌
を
詠
じ
、
附
近
の
亮
童
に
激
へ
、

　
　
　
第
七
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
大
塚
退
野
の
頚
渥
定
其
の
著
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
め

跳
ね
廻
り
遊
ぶ
申
に
之
を
歌
は
し
む
。
師
ち
竹
馬
歌
こ
れ

な
り
。
か
、
る
こ
ご
は
兜
壷
敏
育
上
確
か
に
有
数
な
ね
ご

信
ず
Q
五
首
を
抄
記
す
◎

　
見
る
や
い
か
に
鳥
だ
に
お
や
に
む
く
ゆ
ミ
て
も
・
か
の
ゑ
を
ば

　
は
こ
ぶ
あ
り
さ
ま

　
つ
か
へ
て
は
伺
は
お
も
は
す
き
み
の
た
め
身
を
つ
く
し
て
ぞ
忠

　
ぐ
｝
い
ふ
べ
き

　
し
れ
や
入
わ
れ
に
は
よ
き
も
父
母
の
め
で
ぬ
妻
を
ば
す
つ
る
な

　
ら
ひ
ぞ

　
友
さ
ち
の
中
は
か
り
に
も
い
つ
は
ら
で
う
や
ま
ふ
こ
・
ろ
常
に

　
わ
す
る
な

　
　
　
オ
ヤ

　
鱈
ミ
父
に
な
ら
べ
て
あ
が
む
べ
き
人
は
わ
が
も
の
な
ら
ふ
師
に

　
ぞ
あ
り
け
る

孚
三
三
稿
三
三
は
一
目
の
遺
稿
な
う
。
　
天
保
・
嘉
永
の
際

米
田
。
横
井
・
荻
・
元
田
等
退
野
を
燕
慕
へ
る
胆
…
後
先
暫
の
輯

銀
せ
る
も
の
に
し
て
、
洩
れ
た
る
も
の
を
岡
田
康
治
氏
集

録
す
。
孚
齋
存
機
影
遣
こ
れ
な
り
。
共
に
武
藤
嚴
蔵
回
編

肥
後
・
文
献
叢
書
第
四
に
牧
む
◎
退
野
の
細
説
、
“
詩
文
、
書

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
触
號
　
　
　
～
二
五
　
（
一
二
五
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
雑
　
算
珊
　
　
大
塚
退
野
の
止
涯
定
其
の
著
書

翰
等
を
載
せ
、
學
説
に
は
中
和
説
、
膿
験
説
、
藤
樹
學
意

弊
、
仁
義
之
名
、
仁
説
等
を
窪
め
、
前
記
の
竹
馬
歌
、
「
よ

め
の
し
る
べ
」
は
孚
齋
存
織
豊
二
に
在
り
。
差
響
就
い
て

見
る
べ
し
。

　
退
潮
は
「
信
」
は
學
問
の
命
賑
な
り
と
云
ひ
、
聖
入
の
敏

を
信
用
す
る
が
尊
話
な
り
ご
論
ず
。
孚
齋
存
稿
所
載
の
燈

験
説
は
「
信
」
こ
そ
の
必
要
を
説
く
こ
ご
朋
な
り
。
そ
の
一

節
に
旧
く

　
其
信
心
は
三
聖
入
の
教
を
信
ず
る
こ
・
ろ
の
骨
に
透
り
て
二
つ

　
な
毫
味
に
て
御
座
候
、
此
信
心
立
候
得
者
、
盤
間
の
殿
恐
得
喪

　
費
色
生
死
其
障
擬
を
な
す
こ
ミ
能
ぬ
位
有
之
候
、
此
故
程
子
も

　
信
道
驚
則
行
必
果
ε
遷
れ
三
冠
、
”
此
信
心
が
藥
問
の
根
本
、
入

　
身
の
圭
宰
贔
に
過
た
る
事
無
御
座
候
、
然
る
に
聖
入
の
三
三
く

　
御
座
候
を
悉
く
信
じ
行
は
ん
事
は
、
愚
父
の
者
及
ぶ
べ
か
ら
ざ

　
る
疑
御
座
候
，
是
末
信
心
の
開
け
ぬ
敵
に
て
御
座
候
、
聖
経
を

　
信
ず
る
，
こ
串
は
心
の
全
罷
に
ひ
っ
す
べ
て
信
ず
る
實
心
に
て
御

　
座
候
、
此
實
心
有
り
て
後
、
聖
人
の
書
に
記
し
早
れ
候
…
言
牛

　
句
も
其
信
心
に
う
け
が
ひ
候
が
、
早
學
問
の
實
地
備
り
た
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
競
　
　
　
一
二
山
ハ
　
（
｝
二
六
）

　
　
て
御
座
候
、
孔
門
の
弟
子
孔
子
に
閻
黒
め
さ
れ
嘉
事
、
其
身
に
受

　
　
用
候
塵
に
至
て
は
撒
言
に
過
す
候
を
終
身
の
業
に
め
さ
れ
神
事

　
論
語
に
見
へ
上
汐
、
然
ば
今
も
叉
聖
人
の
語
の
已
に
切
な
る
庭

　
を
揮
出
し
て
信
を
篤
ふ
し
て
守
り
候
は
“
，
善
は
日
々
に
其
中

　
　
に
生
じ
、
悪
は
自
ら
退
去
て
、
人
倫
正
法
出
家
治
李
な
る
べ
き

　
事
必
然
に
御
座
候
、
此
意
味
を
能
信
ぜ
す
し
て
は
、
學
問
ぐ
」
申

　
聖
経
を
讃
候
て
も
三
諦
の
學
ε
申
て
、
入
道
の
用
に
な
り
不
串

　
候
、
如
是
信
心
有
之
候
上
に
て
こ
そ
、
好
藥
く
」
申
つ
ε
め
有
之

　
候
、
故
孔
子
日
篤
信
好
墨
守
死
善
道
ミ
御
座
候
、
三
々
此
旨
を

　
反
復
四
一
被
成
候
は
“
、
嘗
外
に
旧
説
の
虚
妄
な
ら
ざ
る
事
を

　
御
得
心
可
被
成
ご
奉
一
三
、

ご
。
端
野
は
「
信
」
の
必
要
を
力
説
す
る
に
甚
だ
努
む
。
愈

以
前
日
天
臼
は
聖
朋
な
り
の
語
を
御
信
じ
被
成
候
を
は
し

に
被
成
、
聖
人
の
語
を
御
覧
篤
被
成
皆
様
に
奉
願
断
、
古

入
の
學
は
直
に
聖
賢
に
つ
か
へ
其
敷
を
信
欝
欝
よ
り
外
は

無
二
ピ
承
申
候
、
論
語
の
上
に
て
も
此
堅
果
昧
見
入
串
候

勤
人
の
一
語
を
信
得
仕
、
其
旨
を
冒
田
川
の
間
に
無
間
断
功

を
田
川
候
へ
ば
、
是
が
・
本
ビ
な
・
り
候
て
、
夫
よ
り
一
†
雪
ロ
萬
話
晦



を
よ
み
申
は
、
己
が
心
を
開
明
化
候
盆
ビ
熟
成
申
候
、
畢

寛
理
期
ら
か
に
疑
ふ
慮
な
く
信
立
候
へ
ば
、
行
ひ
が
た
き

事
は
無
之
ご
古
入
も
串
亙
れ
候
、
重
事
富
分
に
試
申
候
に

如
露
御
座
候
ゆ
ゑ
、
又
々
申
上
候
ご
は
領
野
九
郎
右
衛
門

に
與
へ
し
書
面
の
文
な
り
。
又
履
齋
に
答
へ
し
書
に
曰

く
、　

自
身
信
じ
、
其
綜
に
入
の
信
も
開
襲
有
之
候
、
入
の
開
平
な
き

　
は
自
ら
信
の
不
足
所
云
々
、

ご
Q
又
同
人
に
輿
へ
し
書
に
云
ふ
。

誠
に
義
利
之
緋
者
聖
門
之
第
一
義
た
る
事
は
往
々
墨
者
も
口
に

籍
候
得
・
こ
も
、
其
味
を
不
會
候
者
、
信
立
不
申
、
カ
を
用
候
事

不
温
し
て
、
俗
中
を
挺
出
い
た
し
候
事
不
能
し
て
、
郷
人
た
る

に
終
・
も
の
多
御
座
候
可
憤
事
に
御
座
驚
壌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
．

右
幅
篇
を
草
す
る
に
當
り
、
武
藤
臓
男
氏
の
好
意
に
負

か
ら
す
、
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
。
　
（
大
正
一
〇
、
　
○
、
二

八
）

渤

學

院

丈
學
士

松
　
野

遽
　
崇

隅
　
三
三
勃
興
の
機
蓮
ε
其
盛
衰

天
智
天
皇
が
、
我
國
民
の
風
俗
を
調
へ
、

　
　
第
七
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
渤
　
　
學
　
　
院

徳
性
を
養
ふ

に
は
、
文
學
に
若
く
無
し
ご
の
御
趣
旨
に
て
、
三
校
を
創

設
せ
ら
れ
た
事
の
、
懐
風
藻
の
序
に
見
え
て
み
る
の
が
、
我

國
に
於
け
る
學
稜
建
設
の
記
事
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
一
二
七
　
（
一
二
七
）


